












































































































































































































南信の人びとの暮らしをささえた物流 （ 7 ）
　今回紹介した史料のうち、領収証など大量に作成されるが現用の書類としての生命は短く、す
ぐに破棄される文書のことを「蜻蛉文書」（ephemera）と呼ぶそうです（吉田伸之『都市―江戸
に生きる―』岩波書店、2015 年）。私もよくコンビニで買い物をしますが、レシートをすぐ捨て
たり「レシートは要りません」と言ったりしますが、こういったものが後世まで残されることに
よって、関係する人々がいかなる主体性を持って売買を行っていたのかがよくわかるわけです。
史料調査の際にもないがしろにされる危険性がありますが、こういった文書が生活構築をみるう
えで非常に重要な意味を持つと思っています。御時間がきたのでこれで締めさせていただきます。
ありがとうございました。
－ 178 －
　　はじめに
　本報告は、三遠南信地域という現代社会において一定の社会的共
通性があると合意されている地域社会について、遠州地方からの視
点で（しかもほぼ江戸時代に限定しながら）その内実を検証しよう
とするものである。
　ここでは、以下の各節で議論することとなる素材の提示を行う。
　第一には、地理的環境について考察することが求められる。
中央構造線とフォッサマグナ（中央地溝帯）により囲まれたトライ
アングル、そして人びとの動きを規定する道路の自然発生的形成の問題について触れる必要があ
ろう。
　第二には、経済的環境の問題がある。塩の道（陸上）を始めとした流通と、舟運（水上）にお
ける木材の流通は当該地域では最もポピュラーな問題であり、三州―信州―遠州のつながりを最
もよく示すものであろう。なお、経済的環境には地域的な技術の問題も大きくかかわってくると
思われる。
　第三には、行政的環境の問題がある。これは幕府代官支配地として中泉（遠州磐田）―赤坂（三
州豊川）としてつながる遠江・三河の一体的関係を検討することである。さらには、南信地方の
飯島代官所との関係にもかかわってくる。
　第四には、宗教的環境の問題がある。これは秋葉道として塩の道とも重なるのであるが、秋葉
信仰は非常に重要で、この火の神をめぐる三州―遠州―信州のつながり（もちろん秋葉山信仰は
それにとどまるものでなく中部地域全体にかかわる）は、より広域の地域的交流の中核的部分を
なしていた。また、そうした民俗的なつながりよりも更に近世的イエ的な宗教関係としての寺院
信仰を見てみると、曹洞禅普及の問題が大きい。これは遠州から三州への動きとしてつとに知ら
れたものである。
　第五には、民衆的地域秩序の環境の問題がある。遠州に本拠を置く浪人集団（武浪）の仕切や
虚無僧集団の仕切の問題が民衆生活上の地域秩序の問題として存在するのである。普化宗浜松普
大寺の東海道沿いの仕切りは宗教的要素も含むが、地域にとっては悪ねだりの問題として顕現し
ているのである。
　第六には、文化的環境の問題がある。ここでは遠州国学の展開の仕方が重要である。信州（東
濃）―三州―遠州とつながる豪農・神官のネットワークの問題として、さらには幕末維新期の政
治状況の問題として重要であろう。
近世三遠南信地域の社会的紐帯
―遠江から見た南信濃・三河―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県立大学日本文化学部教授
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